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日頃から埋蔵文化財の保護・活用に対し深いご理解とご協力をいただ

き、厚くお礼を申しあげます。

宮崎県教育委員会では、建設省宮崎工事事務所の依頼により、平成4

年度、東霧島第4砂防ダム建設に伴う管理用道路建設予定地内に所在す

る鳩薗（東霧島）遺跡の発掘調査を実施いたしました。調査地は、現東

霧島神社境内内であります。調査の結果、2か所の中世の祭祀遺構が検
」－

出されていますが、これは東霧島神社との関連が推定されるなど貴重な

成果が得られました。

今回の調査結果が、学術資料として、また、社会教育・学校教育等の

中でご活用いただければ幸いです。

なお、調査に際し、建設省宮崎工事事務所をはじめ高崎町教育委員会

ならびに東霧島神社の方々のご協力に対し心から感謝申し上げます。

平成6年3月

宮崎県教育委員会

教育長　高　山　義　孝



例　　　　言

1本書は、建設省宮崎工事事務所の依頼により東霧島第4砂防ダム建設に伴い発掘

調査を実施した鳩薗（東霧島神社）遺跡の報告である。

2　本報告書で使用した遺構等の実測図は、面高哲郎、大盛裕子、高崎町教育委員会

社会教育課主事山埼薫氏が作成した。

3　遺物・図面の整理は、埋蔵文化財センターで行い、遺物の実測・拓本等について

は整理補助員の協力を得てこれを行った。

4　本報告書で使用した写真は、大半は面高の撮影したものであるが、鏡については、

奈良国立文化財研究所牛嶋茂氏が撮影したものを使用している。

5　出土遺物の中で常滑壷については愛知県文化財課赤羽一郎氏、常滑市民俗資料館

中野晴久氏、和鏡については奈良国立文化財研究所の杉山洋氏、玉の材質について

は奈良国立文化財研究所藤原調査部肥塚隆保氏にそれぞれ教示を得た。

6　本書の執筆は、東憲章が担当した出土遺物常滑壷のほかは、面高が担当した。

7　東霧島蝉の沿革の執筆については、高崎町在住の県文化財保護指導員黒木昭三

氏に依頼した。

8　本書で使用した方位は、すべて磁北である。

9　出土遺物及び調査記録等は、宮崎県総合博物館埋蔵文化財センターに収蔵してい

る。
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I　は　じめに

第1節　遺跡の位置（第1図）

霧島連山斜面には、河川により浸蝕された開析谷が放射状に走り、麓には、丘陵や細長くのび

る台地等が発達している。鳩薗（東霧島神社）遺跡は、霧島連山の北東麓に形成された丘陵の北

面する緩斜面に立地し、遺跡は大半が東霧島神社の境内に含まれる。東霧島禰社の本殿は、南東

にのびる丘陵端の北に小谷があるため独立丘陵の観を呈する位置に所在している。高崎町教育委

員会の分布調査では、独立状丘陵南斜面で土師器片が採集されている。

遺跡の立地する丘陵の西には木ノ内川が、東に高崎川を南流している。また、遺跡の東には台

地状地形が発達しており、台地上には多くの遺跡が所在している。平安時代の越州窯青磁碗、須

恵質蔵骨器、土師器杯等が出土した政所第2遺跡は、遺跡の東1kmに位置する。また、遺跡周辺

には平安から中世にかけての掘立柱建物跡群やかまどが検出されている下原遺跡など多数の中世

の遺跡が所在している。
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第2節　調査に至る経緯（第2図）

建設省宮崎工事事務所では、霧島連山の治山事業の一つとして土石流危険地帯等の各所に砂防

ダムの建設事業等を進めている。東霧島神社本殿の南下には、以前砂防ダムが建設されていたが、

機能を果たさなくなったため砂防ダムを平成4年度作り替えることになった。工事予定地は、町

教育委員会が作成した遺跡地図の範囲内に含まれたので工事概要の把握と遺跡の保存等について

協議を行った。工事は、ダム建設と工事用道路建設が予定されていた。ダム本体の部分では、遺

構等が存在は地形上予想されなかったが、工事用道路は、遺構等が存在する可能性のある尾根上

の緩斜面や段丘状の平坦地を通過予定であった。東霧島璃杜の本殿が所在する丘陵の南斜面では

土師器片が採集されており、道路予定地が地形上遺構等が所在する可能性が高いと判断されたの

で、試掘調査を平成4年6月1・2日実施した。

試掘調査は、尾根上の緩斜面中央に1．5mX3mのトレンチを1か所、段丘状の平坦部には幅

1mはどのトレンチを3か所設定した。その結果、尾根上では土器等の遺物はまったく出土せず、

また、段丘状の平坦部についても新しい時期の造成地と判断された。しかしながら緩斜面につい

ては、神社に伴う祭祀遺構の存在も予想されたので、工事施工にあたっては工事立会で対応する

こととした。

工事は、平成4年10月上旬に高崎町教育委員会文化財担当山埼薫主事の立会の中で着手された。

掘削は、尾根上の緩傾斜から実施され、緩斜面東縁で中世の和鏡と共に人頭の河原石が出土し、

当地に中世の遺構が存在することが確認された。ただちに工事は中断され、同時に町教育委員会

から文化課へ発見の旨が連絡があったので、現地において建設省宮崎工事事務所・文化課・町教

育委員会の3者において遺構等の取扱いについて協議を行った。協議の結果、発見遺構が取付道

路の中央部に位置し迂回等が困難であるため30I迂ほどを調査対象として記録保存の措置を取るこ

とになった。工事については、遺構及び調査実施にあたって影響のない部分については継続する

こととした。発掘調査は、県教育委員会が建設省の協力を得ながら実施することになった。調査

は、10月19日から28日まで実施した。調査の組織は次のとおりである。

調査主体　宮崎県教育委員会

教育長　　高山　義孝

教育次長　安田　天祥　宮路　幸雄

文化課長　　甲斐　教雄

庶務係長　　税田　輝彦

庶務担当　　巻　庄次郎　村上　悦子

埋蔵文化財係長　　岩永　哲夫

調査担当　面高　哲郎　　　　．

調査協力　高崎町教育委員会　建設省宮崎工事事務所
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第2図　地形図及び調査対象地
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Ⅱ　調査の記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

第1節　調査の概要（第3図）

調査対象としたのは、丘陵から北へ舌状に張り出した尾根で上部は僅かながらの平坦状を呈し

ている緩斜面30Iがほどである。尾根の北端については河原石がほとんど認められなかったので調

査から除外している。和鏡・河原石の出土した地点を中心として表土を除去したところ、和鏡出

土部分とその南2．5m尾根の傾斜が急となりはじめる東縁付近で新たに1か所の計2か所の配石

遺構が検出された。配石遺構については、和鏡出土部分を1号、新たに発見された配石遺構を2

号としている。配石遺構1号からの出土遺物は、和鏡（1）、常滑壷（1）、土師器杯、土器片で

ある。配石遺構2号からの出土遺物は、和鏡（1）、渡来銭、袋状遺物（2）、ガラス玉（2）、

小刀が出土している。配石通構外では、五輪塔の地輪と思われる方形の軽石製品が2点出土した

のみである。渡来銭は、唐代の開元通軍二（713～741）を最古にして、宗代の慶元通蜜府195～

1199）を新としてその間の銅銭47枚ほどが出土している。検出された遺構は出土遺物等から13世

紀後半から14世紀代の時期と推定され、東霧島神社に関連があるものと推定される。

第2節　土　層

調査地の基本土層は、第I層表土で高原スコリアを含む（27cm）、第Ⅱ層御地ボラを含むにぷ

い褐色土で締まりはない（45cm）、第Ⅱ層御地ボラを含み下層ほどその量が多くなる黄褐色土

（10cm）、第Ⅳ層御地ボラで1mはど堆積している。配石遺構は第Ⅱ層中で築かれている。
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第3節　遺構・遺物

1配石遺構1号（第4・5図）▲

1号は、工事中の舌状の緩斜面東縁付近で鏡等の発見により碓認されたものである。確認時の

配石は人頭大から拳大の石が台形状を集積し、左上辺で直立する壷が認められた。使用された石

は、人頭大から拳大の砂岩である。人頭大の石或いは底面付近と思われる石を残しっっ、上部の

石を除去したところ人頭大石で160cmx130cmの長方形状の縁取りが認められた。その内部は直立

する壷の周辺の底面がとくに丁寧な配石である。石の配石状況や断面等の観察から遺構は、まず

長方形状に掘り窪めた後人頭大の石で縁取りし、壷を置く底面に配石をして壷を直立させている。

壷の周囲を石で固定し、その後縁取りした内部に石を水平に置くことを基本として積み重ね、さ

らにその上に土を盛っていた可能性がある。確認された石積の高さは約30cmであるが、本来はもっ

と高く、碓認時に台形状を呈していたのはそれが崩落していたためかと考えられる。とくに東辺

の斜面に近い方が最も崩落している。

検出時には壷は無蓋であったが、近くで発見された和鏡が蓋であったと推定される。和鏡は発

見時の重機による変形やその際の破損と考えられる口縁部の状況、また壷内の土は底に1cm程が

入っていたのみで、他は発見時に流入したものであることからも首肯される。壷内には土師器皿

片が2点はいっていたが、他は土のみであった。

遺物は、その他配石の間で土師器皿片が数点出土し、また、東1mで五輪塔の地輪と推定され

る正方形状の軽石製品が出土している。

常滑壷：口径9・1cm、器高21．0皿、底経9．0cm。口縁部は外への折り返し口縁で、肩部に一条の

沈線、径約1皿と小型の十文字丸形押印が見られる。輪積みした粘土紐をへラ状工具で縦に削り

上げた後、回転へラ削りにて整（成）形しており典型的な常滑焼の技法である。底部は糸切りの

後粗くナデており、その際逆さに立てた胴最下部に2周程回転削りを施しており砂粒が逆方向

（左から右）に動いている。押印部から右に約120度の位置を中心に若干の粕化が見られ、この部

分がいわゆる「火表」と思われる。他の部位は焼成温度が上がらず全体に酸化状態であるが、焼

成状態は堅徹であり製品として流通するには問題のない出来である。肩部に一条の沈線と小型の

押印を持っものは、愛知県知多郡阿久比町上芳池古窯祉群1～3号窯灰原出土遺物に類例が見ら

れる0生産地としては、知多半島北部域の窯が考えられ、13世紀後半の年代観が与えられる。宮

崎県内出土のものでは、宮崎学園都市遺跡群・平畑遺跡ⅩⅩⅥ出土の壷が一回り大きくなるが近

似している。

萩山吹双鳥鏡‥常滑壷の蓋として使用されていたと推定される鏡である。鉦は、菊文銀座を呈

す0内区には鉦を中心に上下に萩か藤の房と推定される植物を、その間に山吹を配している。右

下には頭を同じ方向に向ける雀が2羽見られる。外区には2段の櫛歯文が1皿はど間をもって6

か所にあり、櫛歯文の方向は3か所が平行、また、3か所で向かい合っており、対を成すものが

I

．1

－5－



〟」二堂3・20m

第4図　配石遺構1号実測図
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1‥・スコリア、ポラを含むしまりのない
黒褐色土

2・・・スコリア、ポラを含む暗褐色土
3・‥　　　　〝　　　黒褐色土
4…3に比べ黒味の強い黒褐色土
I・‥高原スコリア・御地ポラを含む

黒褐色土

Ⅱ…御地ポラを含む暗褐色土
Ⅲ・・・御池ポラを含む明褐色土
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第5図　配石遺構1号出土遺物及びその他出土遺物実測図
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3か所に配置されているとも見とれる。縁はほぼ直角に立ち上がっている。色調は、全体にやや

緑がかり、錆等はほとんど見られず、保存状態は極めて良い。鏡の計測値は次のとおりである。

面径9．74cm、鏡背径9．86cm、厚さ約0．8mm、縁幅2．9mm、縁高6．7mm、内区径7．41皿、界圏幅1．6mm、

鉦径1．75cm、鉦高5．5mm、重量77．9g。

土師器皿：土師器皿は、常滑壷内及び配石遺構内で出土し、いずれも底部はへラ切りである。

3は壷内から出土。口径8．6皿、底径6．3cm、器高1．5皿が復元される。壷内からは皿が2点出土し

ているが同一個体である。4と5は配石遺構内で出土。4は口径8．4皿、底径6．7cm、器高1．5cmが

計測され、5は口径7．9cm、底径6．6皿、器高1．8cmが復元される。

2　配石遺構2号（第6・7図）

2号は、1号の南90cmほどに位置し、配石の中央を樹根が絡んでいる。樹根を中心に4か所の

配石が認められるが、南西の配石以外は、単なる配石で下部に何ら掘り込み等はない。南西の配

石は、径約1mはどの円形状で検出状況は菊花状を呈していた。使用されている石は、偏平状の

石である。配石遺構は、長軸105cm、短軸90皿の楕円形の深さ20cmほどの土坑の底面に石を配し、

内部の石は、中央に向かい斜め方向になっている。そのため外見は菊花状を呈していたのである

が、当初は内部が空洞で後に上部の石が落ち込んだとも見て取れる状況である。

遺物は、底面配石上で袋状遺物が出土し、同じレベルで各々袋状遺物の近くでガラス玉が2点

出土している。袋状遺物のやや上部の配石中央で鏡が表を上にして出土している。さらにその上

部で小刀、土師器皿が出土している。その他、底面配石や配石の間で渡来銭が47枚ほど出土して

いる。

竹垣秋草（双鳥）鏡：鉦は半球形の素鉦である。内区には鉦の下に竹垣を、その上の右側に秋

草を配している。また、鉦の上に2羽の鳥らしい高まりが見られる。外区には1cmはど間をもっ

て櫛歯文が施分されている。縁は薄く外に傾いている。色調は全体にやや緑がかっている。厚さ

は薄く、緑錆も多く保存状態は悪い。特に外区部分は脆くなっている。鏡の計測値は次のとおり

である。面径8．41皿、鏡背径8．84cm、厚さ0．6mm、線幅1．95mm、縁高3．35mm、内区径6．34cm、界圏

幅1．35mm、鉦径1．42cm、鉦高3．8mm、重量25．8g。

袋状遺物：袋状遺物は、2点出土しているが、取り上げられたのは南側の1点（4）のみであ

る。長軸2．65皿、短軸2．14皿、高さ2．50皿が計測され、底より1．2cmの位置で口が閉められている。

内部には縦方向の細い繊維状のものが見られる。皮製と思われる。

ガラス玉：玉は2点出土し、いずれも鉛アルカリ硫酸塩ガラスである。2は、図化している袋

状遺物の南10cmの位置で出土したもので、表面の風化が進み白色化している。径6．7mm、高さ6．35

mm、孔径3mほどが計測される。3は、もう一点の袋状遺物で出土した偏平な玉である。色調は

緑色を呈し、径4．9mm、厚さ1．8mm、孔径1．05mmほどが計乱される。

土師器皿：5は配石の底付近、6は配石の石間、7は配石の上部で出土し、いずれも糸切りの
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皿である。5は口径7．5cm、底径5．5cm、器高1．5cm、6ははぼ完形であるが歪があり、口径8．0～

8．5cm、底径5．9～6．2cm、器高1．6～1．8C品が計測される。7は口径8．5cm、底径5．9皿、器高1．4cmが

計測される。

小刀：U字状に折り曲られ、刀先は欠損している。閲近くの茎に1か所の目釘穴が認められる。

茎長5．8皿、茎幅1．3cm、茎厚0．2皿、刀幅1．9皿、背幅0．4皿ほどが計測される。

渡来銭：渡来銭は、配石遺構の底面や配石の間で唐銭10枚、北宋銭28枚、南宋銭1枚、不詳8

枚など47枚ほどが出土している。唐銭では、開元通廟（621年・845年鋳造）が10枚、北宋銭では、

大平通麿（976－983年鋳造）が2枚、淳化元賓＿・（990年鋳造）が1枚、祥荷元画（1008年鋳造）

が2枚、天南通寅（1017年鋳造）が1枚、天聖元町（1023年鋳造）が3枚、景祐元憤‘〔1034年鋳

造）が1枚、皇宋通画（1039年鋳造）が2枚、無寧元麿l（1068年鋳造）が1枚、元豊通摩（1034

年鋳造）が2枚、元祐通暦（1086－1093年鋳造）が5枚、元荷通草（1068年鋳造）が2枚、大観

通蜜（1170年鋳造）が4枚、宣和通麿（1119年鋳造）が1枚がある。その他、○徳元○の破片1

枚は景徳元蛮（1004年鋳造）に類似している。南宋銭では慶元通麿‾l（1107年鋳造）が1枚がある。

その他、判読不明が2枚、破片が6点ある。

3　その他遺物

軽石製品が2点出土している。いずれも正方形状で形状から地輪に類似するが、空風輪等は全

く出土していない。6は、配石遺構1号の東1mで出土した。31．5cmX28．8皿、厚さ12．1cmが計

測される。7は配石遺構1号の東斜面下に採集したものである。32．0皿×33．5皿、厚さ9．2皿が計

測される。中央部に径8．6皿、深さ6．4cmの孔があり、天台五輪の地輪に類似している。

Ⅲ　まとめにかえて

検出された2基の遺構は、形態・出土遺物に違いが見られる。1号は常滑壷を埋置するための

配石遺構である。この形式の常滑壷の用途は、一般に蔵骨器として使用されるようであるが、中

には土が底に1皿程度はいっていたのみで骨片ものは全く認められず、蔵骨器として使用ではな

いと考えられる。経塚の可能性もあるが断定はできない。2号については、遺物の出土状態から

袋状遺物と鏡・刀の埋納遺構とすることができよう。渡来銭については、石を積む過程のなかで

置かれたものであろう。この2基の遺構の性格については明確にそれを示す資料はないが、2基

の遺構とも東霧島神社に関連したものであると考えられる。

時期については、1号は常滑壷や土師器皿の年代観から13世紀後半から14世紀代、2号につい

ては土師器皿の年代観から1号に後出し14世紀代と考えられる。
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の　の　あ　　　　　　の　り　憑　要　出　　戻　三　子　　で　三
で　知　っ　　　　　協、る　ら　生　　ら　代　の　　兄　男
あ　ら　た　　　　　　議　成　巫　れ　で　　れ　命　義　　火　命
る　せ　0　　　　　で　人　子　た　こ　　た　が　に　　照　に

0這蓋　重量嘉0薯壷等「羞

例
－

月　　祭
－

日　現
行
祭
典

冗
旦

祭

御　　　　社　　手　　　　神
礼　　　　務　　水　　　　具
所　　　　所　　舎　　　　所

銅　坪　間　　粘　坪　銅　坪　粘　坪　縦
註　板　数　口　註　土　数　板　数　土　数　三

葺　　　　　　瓦　　茸　　瓦　　間
昭　　一　六　昭　葺　四　　一　茸　五

軍歪鑓芸警歪古壷芸歪坪慧
一　　　　行　一　本　　破　　流
年　　　　三　年　屋　　風　　破
五　　　　間　新　二　　造　　風
月　　　　　　築　重　　　　　　造
新　　　　　　　屋
築　　　　　　　根

6

神　　　　拝
僕
所　　　　殿

粘　坪　縦　粘　坪　縦　粘
土　数　三　土　数　二　土
瓦　　間　瓦　　間　瓦
茸　四　　茸　十　半　茸

坪　　　　坪
木
造
流
破
風
造

横　木
二　造
間　鳥

破
風
造

横　木
四　造
間　鳥

破
風
造

坪　縦
数　二

間
七　半
坪
五　横
合　三

間



た　数
が　に

、増
当　減
社　が
へ　あ

のつ

信㌔
仰
心　特
が　に

強　近
い　世
支　期
配　は
者　藩
は　主
ど　が
、変

寄　る
進　度
も　に

多　変

く　動

あ　が

つ　あ
た　る

0　事
も

あ
っ

中
近
世
期　氏　官　余　境　　反
に子

芸数林地内房別
有　三　百　百　三　四　五
の　〇　十　三　町　町　百
覇　○　町　町　三　七　八
者　〇　三三　反　畝　十
が　戸　反　反　三　拾　五

毒　畳表聖霊問
屋　墓幸基　縦
古ミ　　歩　　横
本
社
及
び
別
当
寺
の

扶
持
石

旧
境
内
地

註　（　里
明　三

の　藩　治　町
長　政　十　廻
尾　期　年　り
山　の　迄
地　総
一　境　当
帯　内　社
だ　地　記
つ　は　）

た　東
と　霧
い　島
わ　村
れ　大
る　半
O　と

ヽ

近
接

境
十　十　七　六　三　二　二　二

内　月百草塁里早早塁里

地　享妄言吉！吉百日目

高言　　日

大新御　大　例　祈　紀　節　七
祓嘗　田　祓大年元分歳
式祭祭式祭祭祭祭祝

神
符
焼
納
祭

六　　浜
月　　下
灯　　り

祭

絃漂翫



∴。要義…葦∴葉霊…這壷…三富
書　　きを整琶　　声量聾　絹　義軍葺亀

ら　人　比ひた　　　　　　　神　み　あ　　　　に　た　　社　有　追　怠

豊里誉め這雷　　　撃晶久　　警告　　等管掌

壷軍票泰　窒蓋撃誓書宅芋三警

霊差萎奮薯二義喜嘉堅霊壷喜真吾柑
っ　も　　　　れ　　　　　　も　あ　　　　0　き　霊　る　し　　さ　こ　去　る

遍葦毛三壷．盛等芸窒毒窒垂
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賢芸綿毒巻雲澤
品琵　　　習隻

圭妻　　妻享享

忘…孟線督
l



妻　御　　迎　　稲　　　　　　　　　　　　　　　降　遷　　　　一　一　一　昔　六　九　に
を　名　大　さ　太　に　宇　　　　　　　　　　　　　誕　座　当　一　御　銅　先　社　騎　月　は
連　の　穴　れ　田　宿　迦　　　　　　　　　　　　　所　に　社　絹　輿　拍　排　、と　の　、

蓋盃嘉空電嘉姦淫　　幕志蓄≡曇芋表芸天意等雷撃
這塞－ミ曹曹哲理地保は大志太字う芳志芸語⊥金＿壷暮雲義軍
出　い　銭　宇う批　霊　、東　食皇宮　穴票田　迦か社　に　社　方　の　理　笛　幣　酉　氏　懸　神
さ　0　を　治よ古　神　当　霧　命　姫　牟む命　之の　　使　地　池　記　洛　一　二　日　千　四　幸
れ　国　偉　土盲神　に　地　島　（　命　運ぢ　　御み　　用　の　辺　録　水　管　串　、才　十　の
た　の　大　公富の　な　方　稲　「（　神　　魂窒　　取　後　に　あ　引　　　　濱　の　二　儀
0　堅　貴　が　後　る　で　荷　神　大　（　　神　　水　方　鎮　り　天　一　一　下　後　騎　を

筐完全雪雲〇品造語葺き　義　理完讐這墓竺毒苦蒜雷苦
之　り　崇　0　、　蒼　　上　命　貴　　蒼　　な　は　れ　麗　錦　提　二　の　絶　、、

署昌雪　面　苦　と）全　苦　色盲識這＿串重苦差芳
雷撃等　完　商　　　　）　芙忘t＿姦表芸を空曹

至芸重　苦　壁　　　　寧重義歪表芸竺⊥至芸
神　死　命　　勢　　」　　　　　　　　　　　　　　呼　十　じ　四　一　　忍　0　騎　下

蓋毒封　　萎墓萱芸車窒筆墨蔓草
出　照　隠　呪　　　　　　　　の　ぶ　る　　　　　　　　は　は　　動　積　　緒　命　　玉
し　神　り　術　天　　　　　　事　水　○　猿　　　　　　「、同　物　し　保　で　と　大　神
た　が　の　的　芋　　　　　　で　田　天　田　　　　　　稲　当　社・い　食　仕　あ　宮　に
0　少　時　豊　受　　　　ホ　あ　地　孫　批　　　　二　荷　社　は　蚕　と　命　え　る　姫　な

壷を壷雲霞琵葦壷隻蓋堅蚕琵葦東学壷董莞壷蕪孟遠葦ヱ
臨　を　で　寿　、　天霊神　　林　天　、　猿　批　祭　魂　地　成　を　で　情　は　昭　千
で　明　の　を　天　東　宇冒杜　　地　の　男　東　田　古　神　命　区　し　月　飯　心　皇　和　矛
天　け　同　祈　上　霧　受ず（　　に　八富根　霧　批　神　倉　の　の　て　読・で　御　十　の
宇　た　命　り　界　島　責め通　　、衝差象　島　古　社　稲　神　鎮　い　命　鰭廷宮　孫　二　神
受　の　の　桶　の　松　命　称　　石　の　徴　松　神　　魂　霊　守　た　が　物　勤　命　年　で
責　を　舞　っ　髪　ケ　　舞　　両　道　の　ケ　　　　：分　神　○　殺・め　の　の　八や

稿．妄蔓等細筆指
10



華昌葦墨壷讐票羞萱毒舘
雪　　　　雷蔑
中　　　　　　　、神　　　　　　代

華　墨壷、

竺表書塁雇軍言葉屠鯨
－11－
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務　右　　敬［∃
候　、奉　自
者　立　懸　　島
、原　　　　津

知　意　霧　　久
行　趣　嶋　　豊
之　書　六　　立
在　、所　　願
所　修　権　　状
十：哩　現
町　亮　御
、久　宝

可　豊　前
奉　加　立
寄　念　願
進　願　文
所　、之
領　開　事
之　弓
状
如　箭
件　之

、導
如
所
存
令
拝
領
国

国

聾暫曇∴
七
日

参
龍
之
事

義
弘
（

花

理

▲

J－

▲

ヽ

所
蔵
願
文

●

寄
進
状

塁冨筆意三至萱∴
外　相　主　神　祭

が　の　の　　　　　　　　　　　殿　座　社　神　山

像　火　　不　富
々　出　　明　吉

0　　　　　　　　　　　　　　　杵　兄　　だ
尊　尊　　がヽ

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　往
古

舞　杜：　　　　　　　　　　　　　　以
神　の：　　　　　　　　　　　　　　来

当
社
の

末

葦至芸壷葦毒　筆

．　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　1

右　義　上　又　一　諸　今
以　久　洛　八　郎　人　度
候　様　路　郎　拝　心　上
々　義　次　其　領　持　洛
、弘　続　外　之　無　仕

能　久　上　妻　諸　相　合
々　保　下　子　麻　達　等
祈　、、等　一　、、
念　早　無　召　郡　嘗　始
頼　速　蓋　置　之　家　中
存　下　様　候　義　一　終

、篇　可

之

事　神俣連
慮　事　続
奉　、之

漂　更

毒　隻

12

匡］

島　延
津　徳

原　義　四
書　弘　年

願　二
書　月

十
日

忠　船
員（頑
□寄川
花）上
押

樹
就
妻
霧
嶋
御
造

印　坊　月　　営
状　　十　　、

七　　園
日　　中

歓
進
候
之

輿

大
刀
［コ

⊂】

［］

進
立　之

久嘩
（

花

理

圏
応

島　永
津　十
立　六
久　年
寄　五
進　月
状　十

五
日

久
豊
（

花

里



去　烏
々　高
歳　麗
以　退

使吟
礼
致　自
演　域
説　之
虞　孟
、士

過　悉
半　令
調　渡

導嘩
弥　因
重　義

若妻

撃芸ヽ

尤　任
之　天

嘩主
従句

匡l

島
津

御　及　竜
使　喩　伯　光　八
僧　弟　（　明　月
球　子　義　院　十

富霊色　盲

蜜筐蔓
立　法

眉輿

謹萱

義
弘
（

花

里

［司

享手書…董二幸∴
、　　　御

依　　　　守

国　　　　　　　　　　　　　　　　囲

喝蚤〕鋒
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匡司

王寺
包　社

）華
イ丁

所
申
渡
書

寄　　花
松　　春
祝　　友

か　今　ち　咲
は　よ　き　し

ら　り　り　よ

す　ハ　て　り

契　　向　あ

重　松ふか
言　に　小　ぬ
の　な　花　心
菓　ら　の　に
の　ひ　木　こ
み　て　の　の

ち　い　本　春
く　　　も

斉　千　斉
宣　世　宣

も

匿】

島　　諸
津　　麻
斉　　郡
宣　勅　高

詔　城
詠　院
草
短
冊

以　右　一　　一

文　来　者　寄　　花
化　鹿　、松　　春
五　抹　此　祝　　友

讐　辰聖霊　今

具　禁斉　吉
日　　格　宣　　ハ

嘩勾

寺
社
華
イ丁

所
⑳

後　諸
年　麻
住　郡
替　高
之　城
節　妻
、霧

堅　嶋
固　権
可　現
次　社

江

毒≡
御

蛮

圏

寺　　仇
御　　御　　社　延　抽

貰竺ぎ讐覚貢遭彗
絹

吾　　　警
緒
付

匡司　　　　　匡司

竃寺さ禁秋孟長宗達　　　　　　但　葦　禾

蕎軽輩大富等菅思2品　諸　　　　　賢　覚茎　　素
行　ね　身　宵　暗　影　の　詠　　麻　　　　　　　　　　　御
所　や　に　の　よ　の　光　草　勅　郡　　　　　　　　　　　詠
申　の　し　月　と　さ　を　短　詔　高　　　　　　　　　　　歌
渡　月　む　そ　計　や　そ　冊　院　城　　　　　　　　　　　御
書　そ　夜　ま　く　け　へ　　　　　　　　　　　　　　　　筆

し　半　た　れ　さ　て
つのるか　い　　　　　　　　御

甘苦奮毒素痙警讐…歪襲
来
無斉
鹿　宣
末　公

鍼
14



歪童羞至阜輯毒芸歪聾重富座狙
暴興　董墓

墓導葦　、。、、

勅芋妻警轍董芸吾要事萱謹葦線
、　自　重芸　符

固嶋

、持寺　　　　　　五㌔
次　被

♂　　　　　濃霧
寄
進
候

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条
ヽ　　　　　　　　　　　ヽ

享享≦享享螺妻
15

固

寺
覚　社

奉
行
所　勅　月
中　詔　廿
渡　院　二
書　　目

知
事



圃

訂正撃萱墓
原　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　相　　　　　　　納

鍔芸絹呈冨堅鍔冨絹締冨∴
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団の国隼田で匿＝圏祈国家三国に⑦状国外固厚光

妄書芸軍鯉
願各右票

壷至曇毒藁葺董蓋
略葦　悪妻　芸票差
四　　　　　　全　　臣　営　鳥
ツ　　　　　　御　　斉　　居

子　　興　　御

蛮　砦　巽
昌　　斉　　御
風　　彬　　神
南　　公　　具
順
次
殊
五　井
穀　御
成　善
就　男
万　女
民　中
豊　様

琴

郡
見
廻

悪習空至等哲　雲霞
勘　年　頭　方　助　　側　脇
左　寄　　下　　　　詰　之
衛　　　　目　　　　兼　官
門　　　　附　　　　務

助　　　　　　賛
殿

青　内　中　藤伊　阿橋　吉友　島末
木之　島原　集蘇　口　田　野津社
禰浦丈純　院鉄　矢　清市蔵　造
兵　直左守孫矢太十助人替

蒜璽慧悪童還芸璽誓華
郎

藤
原
虞
貞

17

上　参
同　嘉　棟　議

永　日　正
二　元　州　四
年　年　諸　位
巳　戊　麻　上
酉　中　郡　行
三　七　高　左
月　月　城　近
二　十　郷　衛
十　三　東
九　日　霧　権
日　　島　中
畢　起　神　将
功　功　杜　源

朝
臣
賓
興



7 6 5 4

奉　　　　　　　　　　　　　　　　　　東
寺　御　寺　御　伽　　御　　再　前　五　御　大　寛　御　　　　　　霧　　　　前
社　用　社　家　輿　　息　　興　同　穀　再　破　政永輿　　御　嘉　嶋　一　一　同
方　人　奉　老　　　　災　　　　（　成　興　教故十　　　　　富　永　大　　　　　　昔
取　　行　　内　　　　二　薩　左　就　　嘉　六四内　富　家　二　披　角　板　　山　角
次　　　　　　屋　御　延　十　隅　上　　天　永　家　屋　寺　二　j社　右　横　裏　　櫻

型憲警警富藁葺霊蓮台葉至壷毒雲差重吉冒芸差芸
奉　宗　蔵　衛　　也　久　邦　　　　　　家　字　所　上　　秀
行　之　　門　　　　二　君　御　　　　安　斉　及　分　法　興　　　　　　　　　照
勤　蒸　殿　　　　　　　　　嘗　　　　全　興　　　　）　印　公　　　　　　　　　議

殿　　殿　　　　　　　　家　　　　　　公　　　　　　照　御
誠　再　　　　　　　　　　代
代　興

龍　股　貫　木　斉　　存　二　興　　島　義　当　第　終　　改　な　敏
祝　と　が　や　が　興　以　す　十　計　藩　は　弘　社　十　止　支　革　り　で　第
詞　水　あ　内　多　藩　後　る　七　画　に　縁・の　八　し　配　成　回　威　二
・引　る　法　く　主　霧　寄　日　と　は　故　家　火　代　、権　功　復　厳　十
舞　虻　0　長　使　の　島　進　で　施　当　の　久　災　島　各　力　は　し　の　九　　　　右
・梁　西　押　用　大　山　物　あ　工　時　地　父　で　津　大　地　有　た　あ　代　　　　仝
拝　は　側　で　さ　英　噴　は　つ　を　十　で　子　杜　家　名　拡　名　○　る　斉　　経　書

義盛琵琶窯警釜盛夏電器蔓崖窯姦壷芸喜痙蚕窯　軍役
も　彫　跳　柱　る　建　響　と　久　漸　の　た　僧　く　時　の　を　0　旧　、事　法　己
、り　勾　上　0　さ　も　御　は　く　負　0　で　全　の　経　別　　記　負　だ　印　酉　藤　愛

同　で　欄　に　本　れ　少　輿　翌　完　債　　あ　焼　寛　済　り　　雑　債　が　照　四　井　甲
時　あ　が　は　殿　た　な　で　年　成　が　　り　し　永　立　合　　銀　五　、誠　月　尤
造　る　つ　奉　は　0　く　あ　こ　し　あ　　家　た　五　て　う　　」　百　当　　吉　之　源

学芸に希望孟声色具忘完　急芸空曹這　三富露代日系高
み　殿　切　で　が　社　末　　十　が　が　　学　言　一　や　国　　三　の　記　　　　殿
ら　全　目　平　三　殿　期　　三　寛　、　　匠　宗　六　国　相　　国　処　で　　　　　　殿
れ　体　縁　三　間　材　に　　歳　永　家　　で　仏　二　富　克　　名　理　は
る　が　に　斗　社　木　至　　で　十　久　　も　作　八　に　の　　勝　を　二
〇　木　な　が　流　は　り　　投　四　は　　あ　寺　）　尽　乱　　図　、十

拝　太　る　粗　造　、、　　し　年　寺　　　　　　　　　　　　　会　家　七
殿　で　0　ま　り　当　社　　た　（　社　　　　　　　　　　　　　」　老　代
柱　彫　向　れ　で　地　殿　　　〇　一　奉　　　　　　　　　　　　　の　の　に
上　刻　拝　、、白　老　　家　六　行　　　　　　　　　　　　　編　調ずな
に　が　の　中　身　生　朽　　久　三　に　　　　　　　　　　　　　纂　所　る
平　多　八　備　合　の　化　　所　七　当　　　　　　　　　　　　　と　に　〇
三　い　角　に　柱ク　で　　縁　）　社　　　　　　　　　　　　　、命　資
斗　0　柱　は　は　ス　前　　で　一　の　　　　　　　　　　　　　天　じ　質
が　　と　暮　頭　の　記　　現　月　復　　　　、、　　　　　保　か　明

18



甘　厨　の　城　居　得　う　少　空

曹琵志品〔雲三賢夫空
知　え　あ　国　長　母七　ら　）十
し　た　る　し　尾　を　歳　仏　は　代
、る　0　比　山　伴　時　教、敏

是此「叡地いの書平達

壷讐壷空等望掌華華壷
な　米　島　六　法　に　九　妙　延　の
し　出　山　歳　華　釆　三　法　喜、
：現　に　で　経　た　七　蓮　十　左
：せ　籠　性　読　0）華　年　大
㌔　り　居　空涌　霧　に　経（臣

一　立て名外島父」九橘、号　修　東　橘　八　一　諸

軍装華夏至萱至芸莞
0　ね　当　、に　で　の

○　性　台　破　ま　太

と　り　書の堂のたた郎
、に　後　に　修　と　○（

味　山　次　山　起　験　い　幼　性

四ヽ

性
空
上
人
と

金
剛
仏
作
寺

壊　石　修　唯　　っ　で　根　組
し　段　理　一　家　社　宮　付　ま
粉　下　し　物　久　殿　大　木　れ
々　に　た　件　寄　で　工　に　、
に　石　一　で　進　あ　の　木　暮
な　造　件、の　る　技鼻　股
つ　鳥　が　近　当　0　工　を　が

ち思三軍話　芸去品
造　寺　期　下　　揮　三　に
立　照　頃　り　　さ　斗　配
寄　誠　神　神　　れ　に　さ
進　法　幸　事　　た　、れ
さ　印　の　の　　近　暮　て
れ　の　時　御　　世　股　い
た　墨　破　輿　　様　状　る
が　書　壊　は　　建　の　0
、で　し　、　築　彫　向

昭　残　て　旧　　物　刻　拝
和　さ　い　島　　で　が　角

享撃て浩　三完璧
九　い　嘉　領　　重　に　に
年　る　永　地　　な　あ　水

茎菖歪墨壷孟襲

剛　の　の　　と　信　え　の　耽　　そ　当　く　コ　明記力　あ　　と　光　を若
本仏別官当　い　心　は　法　け　当　れ社　を　ロ　に」し　っ天記蔵与二上

冨葦羞芸針を東軍墨書奉羞慧羞結
19



芸悪筆要撃芸事寧筆等歪重苦買墨壷即ち童羞章票
琶表鏑芸義葺云左折喜葦嘉壷歪緑薫至芸等垂
別　に　堂　治　し　院　開）　五　養　　、デ　の　梅　島　　年　勘　に　　上　僧　れ　の

羞掌蓋歪識軍墨壷壷毒筆
真

照　快　盛　光　龍　性　言　快　澄　宴
誠　音　善　如　意　隆　宗　宗　存　宥

開
山

覚　盛　宴　玄　性　　快　澄　宥
蓮　範　盤　賽　秀　　憲　秀　澄

及
喩

盛　盛　宥　玄　頼　法　舜　澄　真
潮　林　貢　範　尚　印　恵　憲　仲

昭　党　宥　盛　恵
應　宥　侍　長　以

豪　快　真
澄　宗　盛

20

道　修　な　中　こ　当　た
憾　法　筆　期　と　社　〇　六

霧　な　が　火　は　で　や　寛　根
天　島　く　度　が　修　あ　仏　弘　清
台　山　そ　々　、験　ろ　作　四　浄
宗　金　の　催　漆　這　う　寺　年　の
開　剛　力　さ　黒　修　0　で　（　仏
山　仏　を　れ　の　法　実　の　一　徳

作　発　た　晴　の　に　修　○　を
性　寺　揮　0　夜　大　偉　行　○　普
空　勅　さ　性　を　隆　大　を　七　く
上　詔　れ　空　照　盛　な　懐　）　下
人　院　た　は　ら　期　包　か　九　し

歴　0　在　L　で　容　し　十　与
代　　家　、も　力　く　七　え
住　　で　幽　あ　の　、歳　る
職　　の　玄　っ　あ　走　で　上

修　な　た　る　馬　、大
法　妖　0　実　燈　書　の
で　気　煙　践　の　写　名
数　が　煙　の　様　山　声
々　漢　と　先　に　の　は

の　う　光　賢　脳　霊　、

萱萱埜萎葦芸軍

．



焉‡ち符壷呈苦言晶あ品禦宗吾墓羞忘伊

重犯喜霊草蓋賢墨壷至芸蔓垂冨絹
這た票豊富吉誓言毒呂空曹吉葉誓言吉宗　段
々　時刻　げ　山　わ　積　い　鬼　の　た　通安原　の　端瑳物美

冨凄鋒葦羞萱草

五
ヽ

伝
説
及
び
由
緒

≡三三…幸三三幸享三三三善享幸三三幸
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と　や　に　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　儀　の　い　花　り　賢　示　筑

0愛

0鵜もるのあ畑喜美雷昌ヤやか」　L O　憑　っ

霊宝　0　県　聖

の　（　達
、っ　が　出　木　照

釈　女
ヽ

、た佐い舞に：事

蔓こ撃重量闘表芸盲筆墨芸重言二軍

責苦芸葦墓吾i墓相貫霊草慧
喜ミ萱壷蓋　壷亭彗空襲車蓋彗讐蓋壷芸至至
嘉蓋買主蓋　　萱窯毒書曇琶芙蓉云苦嘉棋藁

壷至芸逼慧　壷若葉芸豆等菱等彗嘉芸結

警董蓋警慧　　「彗芸等董き至痙重量堅塁
か　献　地　世　段　　　　　　　　と　　五　府　共　吟　同　0　い　山　達　る　月　郷
な　が　に　末　下　　　　　　　　い　　十　本　即　味　月　　に　波　の　0　の　近

22



葉宗雷　撃芸事渠芸歪窯羞整簸重苦警真孟夏房嘉違憲蓋
造迦が宝な立朝生級築味塔来伝に年　る　る　ら兄の調没話が

……羞塔轟音芸尊羞惑請芸鯨

蕾麿竃蜃捕鯨草書

第　で字　は）球面　け　る　す五輪付　る　方　は

－。、○要茜ら羞菩壷堅毒、や

23



八　建　現　　る　西　も　た　千　　権　三　の　で
年　設　在　昭　0　南　、梵　の　そ　現　和　知　知　東

品嘉羞聖篭撃雷撃蛮竺；岩音と鷲　梵
悪霊寿莫雲霞警告で聖笥吾で露悪　鐘
あ　を　社　年　金　現　に　0　大　十　を　宝　梵　調　社
つ　鉢　の　返　属　地　な　明　阪　九　は　性　鐘　査　の
た　造　旧　還　供　除　っ　治　夏　字　っ　寺　所　を　別
0　し　位　交　出　隊　た　こ　の　の　き　（　在　し　当

柱　て　置　渉　で　の　0　年　陣　銘　り　菅　が　て　寺
一　贈　で　が　も　官　梵　の　に　文　碓　洞　漸　い　東
本　呈　の　成　特　兵　鐘　廃　出　に　認　宗　く　た　方
は　し　鐘　立　別　達　や　仏　陣　よ　で　）　判　0　前
日　た　楼　し　免　が　仏　毀　す　る　き　に　明　昭　庭
蟻　0　に　、除、具　釈　る　と　た　出　し　和　に
の　譲　吊　十　の　海　は　命　時、　0　向　た　五、
食　渡　さ　二　運　上　鹿　令　諸　慶　　き　〇　十　鐘
害　を　れ　月　の　輪　児　で　願　長　　、同　年　楼
が　受　て　に　強　送　島　、成　二　　調　年　夏　の
か　け　い　高　い　で　の　霧　就　十　　査　十　に　絵
な　た　る　崎　鐘　為　細　島　で　年　　し　一　長　が
り　旧　0　に　で　石　工　山　、春　　て　月　崎　あ

≡讐章票窒拍蛮垂藁葺

奉壷墓≡萱草恵

縫　で　　い
塔

石　間　毀

多　日　時　の　塔

喜曇吾窯菓至薫のに　　　　　0

冨貫き至賢墓華

は　さ　一

れ　い　の　・
l

い

で　塔　体　等
説・　　　　　　　、

写重要蓋摘
0這言曹富　め

警告砦宗　忘
無　の　0　多　　善

入　　　　　　　秘　の　を　陰　し　体　都　薩　れ　残　藤　　上　原　津　に　が　　て　割
道　島　　　　　儀「入　刻、使　城　摩　て　さ　久　次　求　皆　家　は　あ　同　梵　の

着墓芭萱竃芸を王墓墓絹暮菩嚢姜萱草墓萱毒筆若草
至芸　　墨筆琵琶孟萎至等誌警塁　璧飢持唇　ぢ

曇覆　　芸至芸尋壷華芋蔓芸這芸。諸富£壷　学

24
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撃空悪霊岳君忠義富里葉音聖宍票大完空き莞漂同色吾嘉
も　軍の霧の室棟　と　白　の家伏虎の　は闇　は　門　た長で　じ　忠三吉
到が総島事　は急嫡宅瘡　の　見居子諸検高守時十　も　島棟成　と

葦軍重量芸至等締崖窯撃萱至芸買芸痙蓋痙藁棄嘉壷
高家人　L L　で都で　か　島計十宮録千　は　あ　の　降尻意　の効投で

軍冨鯨竃孟至軍華裏芸

嘗竃芸モ義軍毒草憂萱草絃
毒謂忘雪景七冨云　　　統転返
品幸芸㌔宗最霜　　　　　　　、崎の仁城

警毒隻霊警三品翳　　　思り
敢　に　以爆　れ社方樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

25



が　幕　諸　で　一　成　軍　の　に　　寸　鳥　翌　当　襲　あ　　も　り　問　朝　謡　も　　無
、も　軍　義　本　す　薗　敵　な　九　で　の　自　社　の　つ　秀　従　合　し　鮮　し　あ　宗　い

勇　あ　勢　弘　杉　○　集　兵　だ　月　あ　羽　そ　の　重　て　吉　僧　っ　た　の　た　っ　家　枯
敢　っ　も　軍　の：し　の　れ　末　っ　根　れ　八　大　轍　の　を　て　が　役　が　た　の　木

最悪謂㌫裏目誉碧品ち姦悪洋貨志望璧呈、こ蒜三義冥完
船、船　死　を　と　我　得　だ　の　　え　の　か　を　調　で　て　事　ず　軍　十　十　守　命
に　黒　に　は　建　あ　兵　た　○　董　　こ　三　ら　得　化　諸　の　に　れ　の　数　七　護　に

雷雲警早蒜毛管吉孟嘉　宴票二㌔聖霊等菅霞景票貸禦彗
移　郎　を　五　を　一　草　わ　戦　ら　　馬　の　長　風　守　の　で　人　か　と　歴　津　参　た
り　次　与　人　以　本　意　れ　で　二　　標　馬　尾　雲　護　引　あ　っ　兵　戦　戦　義　詣　○
奪　郎　え　に　て　杉　を　る　義　十　　は　標　の　急　役　き　っ　た　か　果　出　弘　道
い・た　止　我　に　刈　○　弘　万　　長　を　猫　の　目　揚　た　と　見　に　陣　は　中
か　押　0　ま　と　っ　る　「軍　の　　さ　改　木　状　の　げ　○　い　分　感　で　戦　に
え　川　こ　つ　篤　い　が　島　は　大　　が　め　杉　態　任　問　　う　の　心　も　国　達
し　公　の　た　し　て　如　津　敵　軍　　五　て　を　に　に　始　　　○　っ　し　戦　期　望

品誓警告…、右目完完カミ　竺二蓮萱空転　悪霊蒜漂昌夫

菅盃禁で⊥「豊臣歪鷲　呈歪豊品ちと　漕法苦笑管這
た　綱　に　正　と：算　に　を　標　　分　型　よ　祷　そ　義　　当　で　正　な　、仰

室毒蓋至芸芸羞三塁霊室垂壷羞萱草彗軍義軍章票
の　　　　碑　五　社　　　　開　め　仏　　　　が　か　枝　　　　　　　　　の　に　○
上　仁　　型　拾　務　社　　さ　ら　分　勅　　多　の　が　樹　　　　　　　　馬　重　）

重苦蒜琶去蒜葦壷琶墓等翠孟義蛋葦芸言等碧雲

壷毒葦曇昔表裏毒套蓋撃茎葉奔義軍茜
雲喜　墓業襲撃　衰忘違　蔓豆春寒　　蓋至蓋
の　適　　地　が　各　、　　　庄・の　　　〇　年　、仁　　　　　　　　に　成　弘

芸嘉　墓夏蚕至　宝喜岩　畳塁歪　　等琶冥

買羞莞垂羞壷裏窓至藁葺聾　吾等警
26



石　尊　そ　寺　貴　　司　社　亡　麓
も　は　し　の　久　当　や　の　し　の　文
取、て　宝　の　社　住　神　広　各　暦
潰　三　華　物　命　に　僧　体　範　社　元
し　百　林「　で　長　の　と　囲　寺　年
に　年　寺　性、期　随　華　に　や（
な　振　の　空　天　仮　行　林　及　民　一
つ　り　住　九　文　官　も　寺　ぶ　家　二
て　に　職　条　十　鎮　あ　の　被　も　三
い　高　に　袈　二　座　り　本　害　焼　四
る　原　な　裟　年　の　、尊　甚　失）
0　鎮　る　と　（　後　焼　や　大　し　の

十　守　た　伝　一、矢　祭　に　、十
八　社　め　教　五　復　披　異　な　以　二
歳　に　仏　大　四　遷　害　も　っ　後　月

重苦茎筆誅結
、た　も　二

〇　、法　寺　っ　同　宮　黒　く　、

O　で　に　ラ　難　島

。なこ隻禁
っ　れ　当　炎
た　で　社　上

、島　　　0　狭　も　で
社　野　焼　山

l　＿

らp
ヽ

後

記

陣　　　　行　挽　て
屋　勅　　が　）　い　前
砦　詔　6　続　が　た　記　5
の　院　　け　斧　が　射
地　か　長　ら　を　、場　伽
で　ら　尾　れ　過　仕　脇　弓
あ　己　御　て　り　方　に　張
る　方　陣　き　、な　弓ク
〇　六　の　た　事　く　張　ス

別　十　事　と　故　藩　の
に　三　　い　死　の　大
陣　間　　わ　し　樟ク
の　の　　れ　た　脳　ス
端　地　　る　と　用　が
砦　に　　が　い　に　あ
と　あ　　、う　伐　っ
も　る　　今　○　る　た

呼　長　　は　以　事　0
称　尾　　途　後　に　当
さ　山　　絶　村　な　邑誉
れ　地　　し　人　っ　を
て　端　　て　問　た　擁
い　に　　い　で　○　護
る　位　　る　疫　と　の
0　置　　　0　痛　こク

し　　　　消　ろ　ス
庄　　　　除　が　と
内　　　　の　柚　呼
の　　　　射　子　称
乱　　　　術　（　さ
の　　　　修　木　れ

琶窯選管要塞套左孟透宣誓芸莞軍歪を窯警畢∃至芸芸彙
た　さ　元　れ　ら　日　日　当　号　の　あ　理録原　あ　年　ら　に　つ」社恩件恵　の

壷屋葺ち芸芸芸冨路
27



建　　域　出　い　　れ　定　れ　願　　賛　毀　で　た　社　聞　　の　崎　翌　　郷　さ　も
立　当　に　て　神　さ　た　さ　た　望　こ　も　損　神　と　共　き　摂　と　郷　月　明　に　れ　あ
さ　社　わ　き　仏　て　○　れ　0　に　れ　低　も　徳　い　不　入　社　い　鎮　に　治　編　た　っ
れ　北　た　た　習　時　　た　や　よ　ら　下　垂　霊　う　詳　れ　に　う　守　当　十　成　○　た
て　参　る　0　台　代　　　0　が　り　の　の　な　験　事　の　も　な　声　社　杜　年　替　地　○
い　道　当　平　の　は　　昭　て　、課　一　り　の　件　過　な　り　が　に　は　三　え　方　こ
た　の　社　安　息　遡　　和　宮　漸　題　途、発　が　事　く　、あ　も　他　月　で　行　の
〇　第　の　期　想　る　　十　崎　く　に　に　か　揚　あ　が　、当　っ　な　の　二　あ　政　時

東　一　鳥　ま　も　が　　年　県　明　探　あ　っ　も　っ　頻　持　社　た　っ　霧　十　る　の　神
参　鳥　居　で　一、　十　告　治　く　っ　て　、た　発　去　の　0　た　島　一　〇　整　慮

芸胃垂芸堅壷　芸窒蓋撃ち崖要義忘憂壷　£芸崖　誓書
一　当　さ　社　着　延　　二　り　五　た　　僧　た　変　神　○　宝　　ら　に　島　　も　の

環彗≡重量奉日、月奉芸若葉軍を蓋重義彗茎葉
高　里　0　相　、致　　　　　　　　　　　修　宝　の　の　神　預　　遇　摂　幣　　、藩
城　半　　っ　庶　の　　　　　　　　　　　行　物　神　ま　慮　り　　を　杜　大　　当　命
石　の　　い　民　施　　　　　　　　　　　も　や　威　に　に　の　　、編　社　　社　で
山　高　　で　達　策　　　　　　　、　皆　古　も　か　背　処　　政　人　霧　　地　社

て－ミ芸重義闇妻妾羞裏芸警宣誓重量
い　に　し　　（・　　あ　そ　　あ　の　　百　霧　　渡　五　二　東　　末　書　当

先隻蚕警薫毒要芸羞崇芸孟垣蓋警曇妻垂抽選紺
ず　　　　　　　　　　　　　　○　場　二
霧

裏革琵蓑蓋等童警葦塁宣誓壷墓相要撃誓壷
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

、　　　　　　　　　　　　　　、ら　参　合　島　、た　当　年
霧
島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、た　て　道
神
社

品　宗吾ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　○居

慧　冨這忌　日二品豊で　　　　　　　　　　　、

琴蜜毒芸重要葺重義墓毒す無地土‾
す　続者祈　　　、に　る先

…　重量警　　王墓　三軍　芝電0国　。姦智
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甲

霧
島
神
社
及
金
剛
仏
作
寺
時
代

＋＋　　＋＋

モ∵「4　3　21「

裏芸露霊芸冨茸重
量　　　奉
地

役　神　目　天　右　那
大　日　向　照　に　岐
滞　本　三　大　同・
在　磐　代　御　じ　那

地曇壷神　霊

針鴇鍼障孟薄雪悪霊至芸

善書昔芸書芸
炭　田　近　、

、少　で　　床　平　世　在

、流崎高城　完品旗吾
保　木　家　伏
・・は　達
笛　上　、に
水　勢　谷　よ
の　西　川　る

一　　　　　　　　　　　　　　　　藤　の　の　指
田　成　河　導
の　田　野　も
各・、、
氏　牟　割　多

。　　が　礼　付　く

9 6 5 4　3　2　1

天朱延進文寄応　た応が南当文　を応天霧延神天旺飛　日　熊霧

享享享室享‾幸三二三≡享享享〒享享享享三幸享享享芋享
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28　27 25　24 2120

元　寛　権　年　浜　寛　寛　鐘　慶　喩　慶　本　慶　文　書　文　奉　明　天　寄　天　に　久　天　領
禄　文　現　次　下　永　永　を　長　法　長　陣　長　禄　状　禄　願　院　正　進　文　移　命　文　十
年　五　官　不　御　十　五　寄　二　印　五　と　四　三　託　二　書　住　十　状　甘　さ　で　十　八
中　年　自　明　輿　四　年　進　十　を　年　す　年　年　し　年　外　職　六　　一　れ　当　二　歳
（　（　筆　0　造　年　（　0　年　住　（　0　（　（　、（　二　で　年　　年　る　寺　年　）
一　一　扁　第　営　（　一　　（　職　一　　一　一　琉　一　通　当　（　　（　○　上　（

六　六　額　十　し　一　六　　一　に　六　　五　五　球　五　〇　寺　一　　　　　　人　一

八　六　を　九　当　六　二　　六　、〇　　九　九　中　九　　住　五　　五　　九　五

三雲量童享三　三重量　≡≡≒≡　芸三‡芸三
七　津　　光　進　島　社　　島　東　十　　内　山　宛　十　　り　第　　都　　と　狭
○　光　　久　0　津　炎　　津　霧　八　　の　王　た　六　　真　十　　城　　最　野
三　久　　は　　家　上　　家　島　代　　乱　か　写　代　　言　七　　領　　澄　社
）　は　　宝　　久　消　　久　山　島　　発　ら　書　島　　宗　代　　主　　自　神
に　本　　剣　　当　失　　、大　津　　生　返　0　津　　寺　島　　第　　筆　体

型萱　窯　篤　　志覧夏　這票　要　義霊　長　輩毒
志左　翼　雷　　雲芝等　葉栗　夏　雲顛　益　竺彗

嘉蓋　華　等　墨壷茎　　葉　讐謹　壷　蓋薫

蔓笑壷華　蓋誓書。「芸垂紺璽

五
7　6　5　　　4　3　　　2　1　、

近
昭　明　明　る　明　明　鹿　明　明　代　り
和　治　治　（　治　治　児　治　治　期　）
十　四　三　四　十　三　島　二　元
年　十　十　、年　年　細　年　年
十　年　年　二　三　神　工　八　神
月　　七　九　月　杜　奉　月　仏
二　宮　月　）　二　氏　行　廃　分
十　崎　二　　十　子　所　仏　離
二　県　十　　一　調　へ　毀　令
日　か　二　　日　べ　掟　釈　あ
宮　ら　日　　官　翌　出　命　り
崎　神　東　　幣　年　　令　、
県　僕　霧　　大　氏　　で　長
社　幣　島　　社　子　　仏　尾
昇　烏　神　　霧　札　　作　神
格　料　社　　島　発　　寺　社

供　に　　神　行　　取　改
進　改　　宮　　　　壊　称
指　称　　の　　　　し　命
定　　　　摂　　　　、令
を　　　　社

雷　　雲
る　　　　崎
0　　　　郷

社
と

な　　　　　　　。

38　37　36　　　35　34　　　33　32　　　3130　29

安　右　安　書　安　文　奉　文　右　行　文　延　宝　札
政　同　政　寄　政　政　行　化　同　所　化　享　永　下
六　年　五　進　四　九　所　十　関　申　五　四　五　賜
年　と　年　　年　年　中　四　係　渡　年　年　年　0
と　想　（　　（　（　渡　年　書　　（　（　（
想　定　一　　一　一　〇　（

定　の　八　　八　八　　一　　　　八　七　七
の　寺　五　　五　二　　八　　　　〇　四　〇
参　杜　八　　七　六　　一　　　　八　六　八
銭　方　）　　）　）　　七　　　　）　）　）
五　掛　島　　第　蓮　　）　　　　第　第　東
百　聞　津　　二　亭　　島　　　　二　二　霧
拾　合　斉　　十　院　　津　　　　十　十　島

責苦票　招　至　　福焚
の　華　瓶　　島　三　　夫　　　　島　島　災
受　瓶　子　　津　百　　人　　　　津　津　宝

警姦奈　裏蛋　葦　　重喜驚
（　と　式　　が　納　　院
三　あ　双　　敬　寺　　詠

壷毛棋聖。0
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